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感謝の気持ちを
大切に頑張ります！

みんなで明るく
盛り上げていきます！

夢に向かって、
一生懸命頑張ります！秩父市大好き！

～二十歳代表の皆さん～

2023.1.8
令和４年４月に成人年齢が20歳から18歳に引き下

げられたことに伴い、「成人式」の名称を「二十
歳のつどい」に変更して開催しました。
　１月８日、秩父宮市民会館に本年度20歳を迎える
５８５人のうち、４８２人が参加し、それぞれの夢や
目標を胸に新たなスタートを切りました。
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20年前の主な出来事（2002.4～2003.3）

二十歳代表のあいさつ（要約）
　自然豊かな秩父市に生まれ、小中と共に学び、切

磋琢磨し合った仲間と、本日を迎えることができる

のは、この上ない喜びです。

　就職をし、社会に貢献している人、夢を叶えるた

めに学生として勉強をしている人、まだ将来の道を

迷っている人。今、私たちは、さまざまな道を歩ん

でいます。今までは法律、地域の方々、家族や学校

でお世話になった先生方などさまざまなものに守ら

れてきましたが、今後は自由に自分で意思決定をし

ていくことになり、そのひとつひとつの行動に責任

を持たなくてはいけません。

　多くの取捨選択をして過ごしてきた20年間、時

に悩み、苦しむ中で成長し、この素晴らしい日を迎

えることができたのは、支えてくださった家族、ご

指導くださった先生、地域の方々、そして共に過ご

した仲間たちのおかげです。かけがえのない方々へ

の感謝を忘れず、素敵な仲間や先生に巡り会えたこ

とに誇りを持って、これからの人生を、勇気と優し

さ、大人としての自覚を胸に、責任ある社会人とし

て前向きに進んでいくことを誓います。

 二十歳代表　中畦世羅、本多伊織 　　

・FIFAワールドカップ　日本・韓国の共同開催
・初の日朝首脳会談　北朝鮮が拉致問題を正式に認める
・アゴヒゲアザラシのタマちゃんが話題に
・『ポケットモンスター　ルビー・サファイア』発売
・秩父市歴史文化伝承館竣工

　１月15日に秩父市歴史文化伝承館ホールにて開
催され、７人が晴れやかに集いました。
　それぞれの成長した姿に、保護者・恩師・来賓
の皆さまも感激でした。
　秩父手をつなぐ育成会では、障がいのある二十
歳を迎えられたすべての方が、気兼ねなく式典に
参加できるよう独自で式典を開催し、今年で24回
目となります。

秩父手をつなぐ育成会主催「二十歳を祝う会」
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秩父消防本部からのお願い秩父消防本部からのお願い

　１１９番通報を受けた指揮統制課員は、通報の内容から傷病者の状態が重傷である場合や緊急度が高いと
判断した場合に、その場に居合わせた方や通報者にご協力をいただき、心肺蘇生法等の実施方法を電話口か
ら口頭でお伝えします。

　口頭指導を行う上でより有効な手当を行っていただくため、可能な限りご使用の電話機を【スピーカーモー
ド】に切り替えていただくようお願いしています。

※機種によりボタンの位置は異なります。
　万が一の場合に備えて、ご自宅の固定電話やご使用の携帯電話の【スピーカーモード】機能について、日
頃よりその操作方法をご確認いただくようお願いします。

１秩父消防本部指揮統制課☎２１－０１１９

お使いの電話機のスピーカーモード（ハンズフリー状態）機能をご存じですか？

【口頭指導でお伝えしている応急手当には・・・】
●⇒心肺停止や心肺停止のおそれのある場合
●⇒のどに食べ物がつまり、呼吸ができなくなった場合
●⇒出血が止まらない場合
●⇒指を切断した場合
●⇒やけどを負った場合

【スピーカーモードに切り替えると・・・】
耳元から電話機を離しても通話できるようになります。
このため、心肺蘇生法等を行う際に両手を使用すること
ができ、効果的な応急手当が可能となります。

スピーカーモードのボタンの位置（例）
固定電話（親機） 固定電話（子機） 携帯電話（ガラケー） 携帯電話（スマートフォン）

スピーカー
モードの
ボタン

スピーカー
モードの
ボタン

１１９番通報時の口頭指導に係る
電話機のスピーカーモード（ハンズフリー状態）機能の活用について
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毎
年
、
花
粉
症
に
悩
ま
さ
れ
て
い
ま

せ
ん
か
？　
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粉
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飛
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量
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の
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象
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影
響
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ま
す
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気
温
が
高
く
、
日
照
時
間
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長
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、
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昨
年
の
夏
は
、
梅
雨
前
線
の
活
動
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弱
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
東
日
本
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太
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で
は
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６
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な
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ま
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６
月
後
半
か
ら
７
月
上
旬
に
か
け
て
は

太
平
洋
高
気
圧
が
強
ま
り
、
東
日
本
を

中
心
に
晴
れ
て
か
な
り
の
高
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と
な
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そ
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た
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日

常
生
活
の
花
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症
対
策
と
し
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マ
ス

ク
、眼
鏡
、帽
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着
用
す
る
。
入
室
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、

す
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に
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手
洗
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小
ま
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す
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。
特
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際
を
念
入
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次
に
市
議
会
12
月
定
例
会
に
「
秩
父

市
行
政
組
織
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
」
を
上
程
し
、
最
終
日
に
可
決
し

て
い
た
だ
い
た
こ
と
を
ご
報
告
し
ま
す
。

こ
の
条
例
は
、
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
農
業
の

推
進
や
令
和
７
年
春
の
「
第
75
回
全
国

植
樹
祭
」
の
開
催
地
が
秩
父
ミ
ュ
ー
ズ

パ
ー
ク
に
決
定
し
た
こ
と
を
受
け
、
農

業
分
野
と
林
業
分
野
を
統
合
し
て
、
４

月
１
日
か
ら
新
た
に
農
林
部
を
設
置
す

る
も
の
で
す
。

　

こ
れ
に
先
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け
、
令
和
５
年
１
月
１

日
付
の
組
織
規
則
の
改
正
に
よ
り
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全

国
植
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祭
準
備
室
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を
新
設
し
、
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祭
開
催
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務
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て
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人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
社
会
に

あ
っ
て
、ま
ち
の
再
生
を
図
り
な
が
ら
、

地
域
を
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徴
づ
け
る
雄
大
な
「
自
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と
す
ぐ
そ
ば
に
あ
る
「
み
ど
り
」
を
結

び
付
け
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
々
が
秩
父
の

「
み
ど
り
」
を
守
り
育
て
・
使
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た
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の
基
本
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針
を
定
め
ま
す
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計
画
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年
）

「
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
」
に
よ
る

ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た

　

12
月
２
日
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社
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Ｏ
Ｃ
Ｒ
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Ａ
Ｔ
Ｅ
Ｉ
Ｔ
様
か
ら
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た
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。

　

あ
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と
う
ご
ざ
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ま
し
た
。
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３toshi@
city.chichibu.lg.jp 

　次の方々から、寄付をいただきました。温かな善
意に感謝し、ご紹介します。（令和４年11月、12月）
社会福祉のために

▼ 11月24日、匿名様から、300,000円

▼12月15日、匿名様から、100,000円

▼12月15日、匿名様から、100,000円
地域振興事業のために

▼  12月16日、株式会社レゾナック（旧 昭和電工株
式会社）秩父事業所様から

ご寄付ありがとうございました


